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『日本十進分類法新訂 10 版』の検討 その(6)   
―1 類 哲学― 
A Critique of the Nippon Decimal Classification, 10th Edition  
Pt.6  Class0  Philosophy 
 
川瀬綾子† 米谷優子†† 村上泰子††† 北克一†††† 
 KAWASE Ayako†, MAITANI  Yuko†† MURAKAMI Yasuko†††, KITA Katsuichi†††† 
 
概要：日本図書館協会分類委員会により、『日本十進分類法新訂 10 版』が 2014 年 12 月
発行された。1995 年 8 月の『日本十進分類法新訂 9 版』の刊行以降、概ね 20 年ぶりの日
本十進分類法の改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う『日本十進分類法新訂 10 版』のうち、本稿では、
「1 類 哲学」について、検討を進めた。 
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１ はじめに 
 2014 年 12 月に『日本十進分類法新訂 10 版』(以
下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行された1。
1995 年 8 月刊行の『日本十進分類法新訂 9 版』












 本章では、「1 類 哲学」を構成する要素を概観
する。 
 『NDC10』の「1 類 哲学」を構成するのは、 
†  京都精華大学 








域(哲学(100 / 139))，心理学(140 / 149)，倫理学
(150 / 159)と宗教(160 / 199)に大別される。」2、
と記述している。 



















て「哲学系諸領域(哲学(100 / 139))，心理学(140 / 





表 1 「1 類 哲学」の第 2 次区分表 
 
 
表 2 「1 類 哲学」の第 2 次区分表(修正案) 
 
 
３ 哲学(100 / 139)の構成 
 哲学(100 / 139)の構成は、別表 1(「哲学(100 / 
139)の構成」)の通りである。 
 













































<123 / 125  時代別の中国思想・哲学>において、
10  哲学 
        11    哲学各論 
        12    東洋思想 
        13    西洋哲学 
        14    心理学 
        15    倫理学 
        16   宗教 
        17     神道 
        18     仏教 
        19     キリスト教．ユダヤ教 
        10   哲学 
        11     哲学各論 
        12     東洋思想 
        13     西洋哲学 
        14   心理学 
        15   倫理学 
        16   宗教 
        17     神道 
        18     仏教 






























えば、「91 日本文学」では、「910.263  昭和時代


















































130   西洋哲学 
    131     古代哲学 
        132     中世哲学 
      .1    教父哲学 
            .2    スコラ哲学 
            .28   イスラム中世哲学 












４ 心理学(140 / 149) を構成する要素 




般は 140 に収めるが、応用心理学を 149 に収める
別法を設けている。」9と説明をしている。心理学
(140 / 149)は一覧では別表 4 のようになる。 







































4.1  「145  異常心理学」の下位区分及び項目名
辞 








本文末尾の別表 5 から別表 7 に、『NDC9』、
『NDC10(試案)』、『NDC10』での「145  異常心
理学」から抜粋で示す(下線筆者)。 












５ 倫理学．道徳(150 / 159) の構成要素 






る。倫理学(150 / 159) を構成する要素を一覧(本
文末尾の別表 8)にしてみよう。 






び 152 / 154の特定主題の倫理を残すのみである。







5.1  「159  人生訓．教訓」 







 また、<.5 / .79  対象別>となっている。具体的






159.7 / .79 に該当しないものを収める」とあるが、














６ 宗教(160 / 199) の構造 
 次に宗教(160 / 199)である。本文末尾の別表 9
に構成を整理する。 
「各類概説」では、「宗教は、大別して、一般宗
教学(160 / 165)と各宗教(166 / 199)に分かれる。」
と述べ、「宗教における区分の優先順序は、①宗派
別区分、②問題別区分である。」20、とする。宗教
における主題区分は、まず<166 / 199  各宗教>
のいずれかに分類ができる主題かどうかの判断で



















の部分を本文末尾の別表 10 で示す。(一部、略) 
このように 2 類の伝記では、個人(2 人をも含む)


























































































別表 1 哲学(100 / 139)の構成 
 
  
         <100 / 108  哲学総記> 
      100    哲学 
         101    哲学理論 
          (以下、形式区分展開を省略) 
         <110 / 119  哲学各論> 
      110    哲学各論 
            111      形而上学．存在論 
            112      自然哲学．宇宙論 
           (以下、略) 
         <120 / 139  各国の哲学・思想> 
            120    東洋思想． 
       121      日本思想 
            122      中国思想．中国哲学 
            123        経書 
            124        先秦思想．諸子百家 
            125      中世思想．近代思想 
            126      インド哲学．バラモン教 
      127       (空番) 
      128       (空番) 
            129      その他の東洋思想．アジア哲学 
                .1       朝鮮思想 
                .3       その他のアジア諸国の哲学 
         .7       イスラム哲学 [アラビア哲学] 
 [.8]       ユダヤ哲学 →139.7 
      130     西洋哲学 
      131       古代哲学 
            132       中世哲学 
        .1       教父哲学 
                .2       スコラ哲学 
                .28      イスラム中世哲学 
        .29      ユダヤ中世哲学 
            133       近代哲学 
      134       ドイツ・オーストリア哲学 
            (以下、各国の哲学を省略) 
            139       その他の哲学 
         .3      その他の西洋諸国の哲学 
              *133 / 138 以外の西洋哲学者は，ここに収める。 
        .4       アフリカ諸国の哲学 
                .6       中南米諸国の哲学 
                .7       その他の諸国の哲学 
                           *近代，およびユダヤ哲学<一般>は，ここに収める。；ユダ 
ヤ中世哲学は，132.29 に収める。 
                           *別法：ユダヤ哲学 129.8 
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 121      日本思想 
               .02   日本思想史 
               .3  古 代 
               .4  中 世 
               .5  近 世 
               .52          国学 
               .53          日本の儒学 
               .54             朱子学派 [以下、人名] 
               .6  近 代 [以下、人名] 
              *ただし，.63 / .67 に関するものは，各々の下に収める 
               .63          西田幾太郎 
               .65          和辻哲郎 
               .67          三木清 
      
 120    東洋思想． 
     129      その他の東洋思想．アジア哲学 
            .1       朝鮮思想 
            .2       その他のアジア諸国の哲学 
      .7       イスラム哲学[アラビア哲学] 
            [.8]      ユダヤ哲学 →139.7 
 
  130    西洋哲学 
        133     近代哲学 
      134       ドイツ・オーストリア哲学 
            (以下、各国の哲学を略) 
           139       その他の哲学 
         .3       その他の西洋諸国の哲学 
             *133 / 138 以外の西洋哲学者は，ここに収める。 
        .4       アフリカ諸国の哲学 
               .6       中南米諸国の哲学 
               .7       その他の諸国の哲学 
                          *近代，およびユダヤ哲学<一般>は，ここに収める。；ユダ 
ヤ中世哲学は，132.29 に収める。 
                          *別法：ユダヤ哲学 129.8 
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別表 4  心理学(140 / 149) を構成する要素 
      
 140        心理学 
               <141 / 146  各種の心理学> 
      141          普通心理学．心理学各論 
           142            (空番) 
           143          発達心理学 
           144             (空番) 
           145          異常心理学        →：493.7 
           146          臨床心理学．精神分析学 
           147          超心理学．心霊研究  →：387 
           148          相法．易占        →：176.8 
          [149]          応用心理学 →140 
 
 
別表 5 『NDC9』での「145  異常心理学」 
 
  145     異常心理学 
      .5      知覚の異常：幻覚，錯覚 
      .6      記憶の異常．思考の異常 
         妄想，健忘症，失語症 
      .7      意欲の異常：性的異常，近親相姦．自殺 
      .8      知能の異常：知能遅滞．人格の異常：多重人格，人格分裂 
 
 
別表 6  『NDC10(試案)』での「145  異常心理学」 
 
145     異常心理学 
     .5      幻覚．錯覚 
.6      記憶障害．思考障害 
      .7      意欲障害 
      .71         自殺．自殺行為 
      .72         摂食障害：不食，過食，異食 
      .73         異常性欲．性的倒錯：フェティシズム，衣装倒錯，露出症，窃視症，
小児性愛，サディズム，マゾヒズム 





別表 7  『NDC10』での「145  異常心理学」 
   
145     異常心理学 
      .5      知覚の異常：幻覚，錯覚 
      .6      記憶の異常．思考の異常 
            妄想，健忘症，失語症 
      .7      意欲の異常 
   .71+      自殺．自傷行為 
      .72+      摂食障害：不食，過食，異食 
      .73+      性的異常．性的倒錯：近親相姦，ナルシシズム 
      .8      知能の異常：知能遅滞，人格の異常：多重人格，人格分裂，ヒステリー 
 
 
別表 8  倫理学(150 / 159) を構成する要素 
            
150     倫理学．道徳 
            .2     倫理学史．倫理思想史 
            .21      日本  →：121 
            .22      東洋  →：120 
            .23      西洋  →：130 
            .24      その他の地域  →：139.4 / .7 
        151        倫理各論 
    152        家庭倫理．性倫理 
        153        職業倫理 *特定の職業倫理は各職業または各主題の下に収める 
    154    社会倫理 [社会道徳] 
    155        国体論．詔勅 
        156        武士道 
157        報徳教．石門心学 
        158        その他の特定主題 
       159        人生訓．教訓  














別表 9 宗教(160 / 199)を構成する要素 
    
<160 / 165  一般宗教学> 
   160   宗 教 
      161   宗教学．宗教思想 
   162  宗教史・事情 
       *地理区分 
          .8    宗教家<列伝> 
      163    原始宗教．宗教民俗学 
      164    神話．神話学 
      165    比較宗教 
   <166 / 199  各宗教> 
   166    道教 
      167    イスラム 
      168    ヒンズー教．ジャイナ教 
   169  その他の宗教．新興宗教 *発祥国による地理区分 
      170    神道 
   180  仏教 
   190  キリスト教 
   199   ユダヤ教 
 
 
別表 10 「伝記」の扱い 
 
280 伝 記 
   *地理区分 
      *ここには，多人数(3 人以上)の伝記(列伝，叢伝)，および日記，書簡，語録， 
逸話，追悼録，伝記書誌，年譜など伝記資料一切を収める；ただし，特定 
主題に関する列伝は，その主題の下に収める 
      *個人伝記 → 289 
289  個人伝記 












別表 11      宗教分野における「伝記」の扱い(抜粋) 
  
172     神祇・神道史 
      *宮司など神職の列伝は 172.8 に、個人の伝記は各教派の下に収める 
    *各教派とも，次のように細分することができる(固有補助表) 
    -2  教史．教祖．伝記 
 182     仏教史 
            *日本の名僧伝などの列伝はここに収め，各宗派の列伝および個人伝は， 
各宗派の下に収める 
    *各宗派とも、次のように細分することができる(固有補助表) 
     -2 宗史．宗祖．伝記 
  192     キリスト教史．迫害史 
    .8     キリストの生涯[イエス伝] 
     .85    聖母マリア．無垢受胎 
     .88  聖職者<列伝> 
 198     各教派．教会史 
     .2     カトリック教会．ローマカトリック教会 
   .22     歴史．伝記．迫害史 
         *地理区分 
                 *生地と活躍地が異なる場合の伝記は，198.22 にとどめる 
   .3    プロテスタント．新教 
      .32     歴史．列伝 
         *地理区分 
                 *ここにはプロテスタント各教派にわたる列伝を収め，各教派に属 
する伝記はそれぞれの教派の下に収める 
      *各教派とも，次のように細分することができる(固有補助表) 
































                                                   
1 もり・きよし原編, 日本図書館協会分類委員会





改訂『日本十進分類法 新訂 9 版』日本図書館協

















10 例えば、岩下豊彦著『心理学』金子書房, 1999 
p.295-296 では、第 2 部「これまでのテキストが
とり上げてきた主要知識の確認」で、北村春朗編



















                                                                                 
た。 
14 日本図書館協会分類委員会『日本十進分類法新
訂 10 版－試案説明会資料』2013 年 11 月, p.43 
15 なお、NDL-OPAC で「440.9 未確認飛行物体」




訂 10 版試案の検討」『情報学＝Journal of 
Informatics』11(1), 2014., p.46. 
URL:http://kiyo.info.gscc.osaka-cu.ac.jp/JI/artic














22 『NDC10』 「本表・補助表編」p.5-6. 
